
Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 6 8 .6 6 9 .0 6 9 .9 7 4 .9 7 6 .2 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 3 2 .5 3 5 .0 3 8 .0 3 9 .3 3 9 .3 5 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 2 .5 9 3 .8 9 3 .4 9 3 .7 9 4 .6 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ — — 8 4 .2 8 5 .5 8 6 .7 1 0 0

指標１

指標２

指標３

指標４

施策 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 項目】
大規模改造工事進捗率

【 説明】
市立小・ 中学校の大規模改造工事の進捗率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
ト イ レ 改修工事進捗率

【 説明】
市立小・ 中学校のト イ レ 改修工事の進捗率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
小学校における 学校図書館図書標準
達成率

【 説明】
各市立小学校における 学校図書館図書標準の平均
の達成率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 令和4年度の実績値よ り 学校図書館図書標準達成率が上昇し ていま す。 今後は、 廃
　 棄数の上限を なし と し たこ と で、 各学校における 蔵書の充実を 図り 、 よ り 魅力的
　 な図書館づく り を 進めま す。
・ 川越市小・ 中学生読書推進事業に、 市立図書館から 学校への図書貸出を 位置付け、
  学校図書館の図書の補完に努めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

学校給食課

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度3学期に小学校6年生・ 中学校3年生の約1, 200名を 対象と し たアン ケート
　 を 実施し た結果、 回答者の8割以上が「 おいし かっ た」 と 回答し ていま す。
（ 回答者865名のう ち、 750名が「 と ても おいし かっ た」 「 おいし かっ た」 と 回答）

現在値
（ Ｒ １ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

【 項目】
給食がおいし いと 感じ ている 児童生
徒の割合

【 説明】
市立小学校6年生及び市立中学校3年生のう ち、 給
食がおいし いと 感じ ている 児童生徒の割合

単位

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育財務課

・ 進捗はおおむね順調です。
・ コ ロ ナ禍等の影響によ り 、 工事の一部を 取り やめていた期間がある ため、 当初の
　 目標達成時期に遅れが生じ ていま す。 ま た、 令和2年に川越市個別施設計画（ 公共
　 施設編） が定めら れたこ と によ り 、 更新の検討対象と なった学校がある こ と から 、
　 計画見直し の検討が必要です。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育財務課

・ 進捗はおおむね順調です。
・ 令和4年度で全ての学校における 1系統目のト イ レ 改修工事が完了し ま し た。
・ 令和5年度は2系統目以降のト イ レ 改修の方針を 定め、 小学校1校、 中学校1校の設
　 計業務を 行いま し た。

実　 　 績　 　 値 目標値
（ Ｒ ７ ）

重 点 施 策
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 6 8 .7 7 8 .2 8 0 .3 8 7 .4 8 8 .8 9 0 .0

総合評価

Ａ

指標５

【 担当課】

教育財務課

・ 進捗は順調です。
・ 放課後児童支援員の基礎資格を 有し ている 者が速やかに認定資格研修の受講ができ
　 る よ う 、 計画的に受講枠を 確保し 、 有資格者数の割合を 増やすこ と ができ ま し た。
・ 今後も 、 引き 続き 放課後児童支援員の資格取得率の向上に取り 組みま す。

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 施設や設備については、 「 川越市小中学校施設整備計画」 に沿っ て計画的に改修及
び修繕を 進めていま す。
　 し かし 、 依然と し て老朽化への対応や社会状況の変化への対応を 課題と し て捉えて
いる 施策が多く ある ため、 計画の見直し を 検討し ながら 今後も 取組を 進めま す。
　 併せて、 児童生徒の安全や安心の確保に係る 取組についても 引き 続き 進める こ と
で、 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実を 図り ま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 大規模改造工事やト イ レ の改修工事については、 現在は順調に進捗し ている が、 昨
　 今の資材単価の高騰や適正配置の問題と も 関連し て議論する 必要がある 。 ま た、 教
　 職員の養成についても 、 ベテラ ン 教職員と 若手教職員の間の中堅教職員がいなく な
　 る と 、 優れた教職員を 育てる のが難し く なっ てし ま う 。 こ のよ う にハード ウ ェ ア、
　 ソ フ ト ウ ェ アのいずれの視点でも 、 今後5年間、 10年間でど こ ま で何を する のかと
　 いう 立体的な視野を 持つ必要がある と 考えている 。
・ 学校図書館の充実については、 新し い図書への入れ替えをよ り 迅速に行う こ と で、
　 学校における 蔵書の充実を 図り 、 よ り 魅力的な図書館づく り を し ていただき たい。
・ 給食内容の充実については、 給食セン タ ーの職員が、 直接、 こ ど も たちに伝える こ
　 と で、 社会科も 含んだ学びの機会を 提供でき る と 考える ため、 例えば、 家庭科の実
　 習と の連携など も 進めていただき たい。
・ 学童保育室の利用児童数について、 全児童に占める 割合が20％と いう のは、 と ても
　 高い比率であり 、 こ れによ り 重大事故や重大事件の起こ る 可能性も と ても 高く なっ
　 てし ま う と 考える ため、 今後も ス ペース や人的な確保を 十分にし ていただき たい。

施策 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

実　 　 績　 　 値

担当課評価

施策 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 項目】
放課後児童支援員の資格を 有する 職
員の割合

【 説明】
市立学童保育室で、 放課後児童支援員の資格を 有
し ている 職員の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 大規模改造工事
　 【 設計】 小学校1校、 中学校1校　 【 工事】 小学校1校、 中学校1校
・ ト イ レ 改修
　 【 設計】 小学校1校、 中学校1校　 【 工事】 実績なし
　 ※令和5年度よ り 、 2系統目以降のト イ レ 改修工事の設計を 行っ ていま す。

現 状 ・ 課 題

・ 大規模改造工事については、 進捗が当初の見込みよ り 遅れていま す。 ト イ レ 改修につい
　 ては、 令和5年度よ り 2系統目以降の工事設計業務を 進めていま す。

・ 大規模改造工事が当初の計画よ り 遅れている 事が課題である ほか、 更新の検討対象と
　 なっ た学校も ある こ と から 、 計画の見直し についても 課題と なっ ていま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 大規模改造工事の進め方については、 学校更新の検討と 並行し て検討を 進め、 計画の
　 見直し を 進めていき ま す。

施 策 の 内 容

・ 「 川越市小中学校施設整備計画」 に沿っ て計画的に外壁改修や屋上防水の大規模改造工事を
　 推進し ま す。
・ 「 川越市小中学校施設整備計画」 に沿っ て計画的に便器の洋式化や配管改修など のト イ レ 改
　 修を 推進し ま す。

細 施 策 ②小・ 中学校重要設備の更新

現 状 ・ 課 題

・ 重要設備（ 受変電、 受水槽、 エレ ベータ ーなど ） は使用年数に応じ た老朽化が進行し ていま
　 す。
・ 世界情勢の影響によ り 、 物流が不安定と なっ ており 、 資材調達の遅延など が懸念さ れま す。

・ 安定的な資材調達が課題と なっ ており 、 特に電気関連（ 受変電、 エレ ベータ ー関係）
　 の資材については年度内の資材調達が課題と なっ ていま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 資材調達の情報に注視する と と も に、 電気関連の資材が安定供給さ れる ま では、 受水槽
　 改修工事を 先行する こ と や、 受変電設備工事については、 十分な工期確保に努め、 エレ
　 ベータ ー改修工事では工期を 2カ年に設定する など の対応を 行いま す。

担当課

教育財務課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

受変電設備（ 校）
受水槽設備（ 校）

受変電　 2　 校
受水槽　 2　 校

受変電 　 3　 校
受水槽　 ―　 校

受変電 　 2　 校
受水槽　 ―　 校

施 策 の 内 容
・ 「 川越市小中学校施設整備計画」 に沿っ て計画的に耐用年数を 経過し た受変電設備等の重要
　 設備を 更新し ま す。

成 果 実 績

・ 受変電設備改修工事
　 【 設計】 実績なし 　 【 工事】 小学校1校、 中学校1校
・ 受水槽設備改修工事
　 【 設計】 実績なし 　 【 工事】 実績なし
・ エレ ベータ ー改修工事
　 【 設計】 実績なし 　 【 工事】 中学校1校（ 令和5～6年の債務負担行為で実施）

令和5 年度の
主 な 実 績

(1 )学校施設の整備・ 充実
担当課

教育財務課
細 施 策 ①小・ 中学校施設大規模改造工事の推進

その他の関連指標：指標２
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

指標３

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

【 中央図書館】
・ 市立図書館から 学校へ貸出し た団体貸出図書数
　 小学校4, 644冊、 中学校635冊、 高校229冊
・ 小学校3年生に対し 、 学級訪問及び学級招待を 実施（ 32校、 92学級、 2, 829名参加）
・ 小学校1年生に対し 、 学級訪問を 実施（ 10校、 30学級、 875名参加）
【 教育指導課】
・ 学校図書館図書標準　 小学校　 94. 6％（ 前年度比0. 9ポイ ント 増）
・ 学校図書館図書標準　 中学校 105. 6％（ 前年度と 同数）
・ 学校司書研修会の実施（ 年3回）

現 状 ・ 課 題

【 中央図書館】
・ 学校への団体貸出を 行い、 読書活動を 推進し ていま す。
・ 学級訪問及び学級招待を 実施し 、 読書活動を 推進し ていま す。
【 教育指導課】
・ 学校司書研修会を 行う こ と で学校図書館の充実を 図っ ていま す。
・ 中学校においては、 学校図書の計画的購入・ 廃棄によ り 学校図書館図書標準を 上回っ ていま
　 す。

【 中央図書館】
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、 こ ど も が本に親し むための機会を 幅広
　 く 提供する 必要があり ま す。
・ 団体貸出図書数は前年度と 比較し て増加し ま し たが、 教育課程に沿っ た資料選定や定期的な
　 働き かけなど 、 学校図書館を 補う 役割を 担う 必要があり ま す。
【 教育指導課】
・ 小学校においては、 学校図書館図書標準を 下回っ ていま す。
・ 市立図書館から 学校への図書貸出を 推進する こ と が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 中央図書館】
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づく こ ど も の読書活動を 推進する ため、 学習
　 指導要領に基づく 教育課程に対応する 図書等の購入に努める と と も に、 利用が少ない中学校
　 に向けた団体貸出の周知に努めま す。
【 教育指導課】
・ 市立図書館と 市立学校と の連携を 推進し 、 図書館の図書の補完に努めま す。

現 状 ・ 課 題

・ 熱中症対策と し て、 早期に全学校特別教室の空調設備設置が望ま れま す。
・ 令和5年度から 令和7年度の3カ年で、 屋内運動場への空調設備を 設置し ま す。

・ 小学校特別教室への空調設備設置が課題と なっ ており 、 他の事業と の調整等によ り 、
　 計画的な整備を 進める 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 国庫補助や有利な地方債を 活用する こ と で財源の確保に努める と と も に、 学校運営に支障を
　 き たさ ない工期の設定等によ り 、 計画的な整備に努めま す。

担当課

中央図書館・ 教育指導課
細 施 策 ④学校図書館の充実

施 策 の 内 容

・ 児童生徒の読書活動を 推進する ため、 蔵書数を 含めた魅力あ る 学校図書館の充実を 図り ま
　 す。
・ 児童生徒の調べ学習及び読書活動推進等に向け、 市立図書館から 学校への図書貸出を 推進し
　 ま す。

細 施 策 ③小・ 中学校空調設備設置の推進

施 策 の 内 容
・ 特別教室への空調設備の導入を 推進し ま す。 ま た、 屋内運動場への空調設備については、 防
　 災上の観点を 含め様々な導入手法について検討し ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 特別教室空調設備設置推進事業
　 【 設計】 中学校4校　 【 工事】 中学校4校
・ 体育館空調設備等整備事業（ 第1期） R5. 6～R6. 10　 継続事業
　 【 設計】 小学校7校、 中学校11校　 【 工事】 小学校7校、 中学校11校
・ 体育館空調設備等整備事業（ 第2期） R6. 3～R7. 6　 継続事業
　 【 設計】 小学校7校、 中学校11校　 【 工事】 実績なし

(1 )学校施設の整備・ 充実
担当課

教育財務課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

特別教室空調設備設置校数
（ 校）

― 2 4
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標４

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 子ど も たちが社会で自立でき る 力を 身に付ける こ と を 目標に、 切磋琢磨し て成長でき る 川越
　 市立小・ 中学校の在り 方を 検討し 、 新たな教育環境を 整えま す。
・ 川越市立小・ 中学校の適正規模・ 適正配置について、 保護者や地域住民等の意向を 把握し た
　 上で、 児童生徒数の推移、 及び、 小学校での35人以下学級編制に基づく 各学校における 学級
　 数を 踏ま えて基本と なる 方針を 策定し ま す。
・ 策定し た基本方針を 基に、 学校の分離・ 新設や統廃合等の可能性について、 地域社会の意見
　 等を 踏ま えて協議し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ イ ン フ ルエン ザ等によ り 、 急な学級閉鎖があり ま し たが、 適切に対応を 図り ま し た。
・ 学校給食食材の高騰対策については、 補正予算等の対応によ り 、 保護者負担を 軽減し
　 ま し た。

・ 物価高騰等に伴い、 学校給食食材の高騰が懸念さ れている 中で、 給食献立の工夫など
　 を 行う と と も に、 栄養価を 踏ま えた質と 量が確保さ れたおいし い給食の提供が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 地場産物を 活用し た新メ ニュ ーを 引き 続き 提供する など 、 伝統的な食文化についての理
　 解や地場産物への興味を 深める と と も に、 食材価格の動向に注視し 、 献立作成に取り 組
　 みま す。

細 施 策 ①小・ 中学校の適正規模・ 適正配置等の検討

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 将来人口推計に基づいた、 必要な学校数の検討
・ 検討委員会　 4回（ 5月、 8月、 11月、 2月） 実施
・ 学校の規模、 通学区域、 学校の統合等、 課題や問題点等を 調査研究する ための検討部会を
　 4回開催
・ 川越市立小中学校適正規模・ 適正配置審議会条例の制定

現 状 ・ 課 題

・ 小学校では35人の少人数学級編制を 令和7年度ま で順次進める こ と になっ ていま す。 ま た、
　 特別支援学級の新増設や少人数指導教室と し ての利用等によ り 余剰教室の効果的活用が進
　 む一方で、 空き 教室と なっ ている 学校も あり ま す。 学年の単学級化の進展が見込ま れる 学
　 校も あり ま す。

・ 学校の統合の議論は、 地域の実情や人口動態、 施設維持のコ ス ト 、 教育的効果、 防災、 市
　 全体の施設計画など 、 複合的な課題があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 10～30年後を 見据えて、 本庁及び各市民セン タ ー管内の地区ごと に調査・ 研究を 進め、 関係
　 課と の検討に取り 組みま す。
・ 令和6年度よ り 、 川越市立小中学校適正規模・ 適正配置審議会を 設置し 、 「 川越市立小中学
　 校の在り 方検討委員会」 で検討し てき た内容を 諮問事項と し 、 審議会において調査審議いた
　 だき 、 客観的な評価と し て得た答申を 踏ま え、 教育委員会と し ての基本と なる 方針を 策定し
　 ま す。

細 施 策

検討委員会の実施回数（ 回） 4

①給食内容の充実

施 策 の 内 容

・ 安全・ 安心でおいし い給食を 提供する と と も に、 栄養のバラ ンス が取れた給食を 提供し ま
　 す。
・ 学校給食で使用する 食材の安全確保に努めま す。
・ 地場産物の積極的な使用に努めま す。
・ 食物アレ ルギー対応食について、 安全で確実な実施体制を 保持し 、 内容の拡充を 図り ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

4 4

(3 )学校給食の充実
担当課

学校給食課

・ 学校給食の提供　 小学校189回　 中学校190回
・ 学校給食食材（ 青果） に占める 地場農産物の割合　 25. 2％（ 重量比）
・ アレ ルギー対応食の提供　 児童84名、 生徒12名（ R5. 5. 1時点)

(2 )小・ 中学校の適正規模・ 適正配置
担当課

学校管理課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

現 状 ・ 課 題

・ 交通安全教育や防犯教育を 実施し 、 安全教育の推進が図れていま す。
・ 関係機関と 連携を 図り 、 通学路の整備が進めら れていま す。

・ 各学校の実態に応じ て作成さ れている 危機管理マニュ アルの見直し が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 児童生徒の交通事故が発生し ないよ う に、 交通安全指導を 継続的に行いま す。
・ 各学校で、 実践的な交通安全教室、 防犯教室を 実施し ていき ま す。

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

ス ク ールガード ・ リ ーダーの
平均年間活動回数（ 回）

256 219 220

細 施 策 ①安全教育の推進

施 策 の 内 容

・ 児童生徒、 地域の実態に応じ た安全教育を 保護者・ 関係機関と 連携し 推進し ま す。
・ 児童生徒の安全確保のため通学路安全点検の実施、 ス ク ールガード ・ リ ーダーの配置等、 地
　 域及び関係機関等と 連携・ 協働し 、 安全・ 安心の取組を 推進し ま す。
・ 各学校で児童生徒を 対象に、 不審者に遭遇し た場合の対応等、 実践的な防犯教室を 実施し 、
　 防犯意識の育成を 図り ま す。
・ 児童生徒を 対象と し た交通安全教室を 関係機関と 連携し 推進し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ ス ク ールガード ・ リ ーダー年間活動平均回数　 220回
・ 児童生徒の登下校の見守り のために青色回転パト ロ ールカーによ る 巡回　 55回
・ 各学校から の通学路改善要望を と り ま と め、 防犯・ 交通安全課に対応を 依頼 37件
・ 交通安全教育や防犯教育の実施　 54校（ 市立小中学校全校）
・ こ ど も の見守り 講習会実施参加者数　 82名参加

細 施 策 ②学校給食施設の整備

施 策 の 内 容
・ 施設の改修と 設備の修繕等を 計画的に推進し ていき ま す。
・ 今成学校給食セン タ ーは、 運営の手法も 含め、 計画的な建替え等を 検討し ていき ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 施設や設備の修繕等の件数　 86件（ 菅間67件、 今成19件）
・ 令和5年度から 川越市立菅間学校給食センタ ーボイ ラ 更新工事を 実施

現 状 ・ 課 題

・ 経年によ る 突発的な修繕等が増加傾向にある ため、 継続的な保守点検を 行う と と も に、 計
　 画的な施設設備の整備を 実施し ていま す。

・ 継続的に学校給食を 提供する ため、 施設や設備の状況を 的確に把握する 必要があり ま す。
・ 施設や設備の老朽化や今後の児童生徒数の推移、 市の財政状況等を 踏ま え、 3つの学校給食
　 セン タ ーの機能を 総合的に勘案し 、 今後の方向性を 検討する 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

86

項目名（ 単位） 令和3年度

・ 引き 続き 、 安全で安心なおいし い学校給食の提供に努めま す。
・ 関係課会議で3つの学校給食セン タ ーの今後の方向性について検討する と と も に、 現状把握と
　 今後の改修費用の精査を 行いま す。

(4 )子ど も たちの安全・ 安心の確保
担当課

教育指導課

令和4年度 令和5年度

施設や設備の修繕等の件数
（ 件）

106 141

(3 )学校給食の充実
担当課

学校給食課
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

指標５

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 児童生徒の防災意識を 高める ための避難訓練の実施 56校（ 市立学校全校）
・ 地震や火災、 水害等を 想定し た避難訓練の実施によ る 防災マニュ アルの改善 56校（ 市立学校
　 全校）

現 状 ・ 課 題

・ 地域全体での安全教育を 実践し ている 学区において、 地域全体での安全体制の構築が図れ
  ていま す。
・ 避難訓練等の実施が、 児童生徒の防災意識を 高める こ と につながっ ていま す。

・ 地域全体での安全教育に関わる 実践事例を 、 全市立学校にさ ら に周知する 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 引き 続き 、 研修会等で、 地域全体での安全教育に関わる 実践事例を 周知し 、 児童生徒の防災
　 意識のさ ら なる 向上を 図り ま す。

細 施 策 ②防災教育の推進

施 策 の 内 容

・ 地震や火災等を 想定し た避難訓練を 各学校の年間指導計画に位置付け、 児童生徒の防災意識
　 を 高め、 発達段階に応じ て自ら 危険を 回避する 能力の育成を 図り ま す。
・ 各学校において、 防災マニュ アルを 検証し 改善する と と も に、 それら を 的確に活用でき る よ
　 う 教職員の安全意識及び災害対応能力の向上を 図り 、 日頃から 児童生徒の命を 守る 防災体制
　 の強化を 図り ま す。
・ 各学校の地域実態等を 踏ま えた、 避難所運営・ 設営に係る マニュ アルを 作成し 、 地域と 連携
　 し た災害対応体制の構築を 推進し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 待機児童を 出さ ずに対応でき ている と いう 面では、 おおむね順調に進捗し ていま すが、 入室
  児童数が年々増加し ていま す。
・ 約3分の2の施設が建築から 20年以上経過し ていま す。 ま た、 35人学級の実施や特別支援学級
  の増加に伴い転用可能な教室が減少し ていま す。

・ 保育ス ペース 及び放課後児童支援員等の確保について課題があり ま す。
・ 老朽化が著し い施設の改修等を 行い保育環境を 維持・ 改善する 必要があり ま す。
・ 放課後児童支援員等の質及び意識の更なる 向上が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 狭あ い化、 老朽化し た学童保育室について川越市総合計画実施計画に位置付け、 余裕教室の
  転用、 設備の改修等を 行っ ていき ま す。
・ 引き 続き 幅広い方法で放課後児童支援員等の募集を 実施し 、 その確保に努める と と も に、 研
　 修受講機会の確保や、 業務のマニュ アル化等によ り 、 職員の質及び意識の更なる 向上に努め
　 ま す。
・ 民間放課後児童ク ラ ブの所管課（ こ ど も 育成課） と 情報交換を 密に行い、 連携を 図り ま す。

成 果 実 績

細 施 策 ③学童保育の充実

令和5年度

防災マニュ アルの改善実施校
数（ 校）

56 56 56

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 年度当初の学童保育室利用児童数 3, 505名（ 全児童に占める 割合： 約20％、 待機児童： 0名）
・ 狭あ い化対応 拡張 1室、 増室 1室
・ 空調設備設置・ 改修工事 7箇所
・ ト イ レ 改修工事　 2箇所
・ 正規職員採用数 5名
・ 放課後児童支援員認定資格研修の受講者数 19名

施 策 の 内 容

・ 就労等によ り 保護者が常時留守になっ ている 児童の放課後等の安全・ 安心を 確保し 、 健全な
　 育成を 図り ま す。
・ 放課後児童支援員及び補助員の確保及び質の向上を 図り ま す。
・ 学童保育室の整備、 改修等を 行い、 保育環境の改善を 図り ま す。
・ 民間放課後児童ク ラ ブを 所管する 関係課と 連携し 、 多様化する 保育ニーズに対応する ための
　 保育手法や負担の在り 方について検討し ま す。

(4 )子ど も たちの安全・ 安心の確保
担当課

教育指導課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度

担当課

教育財務課
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 教育セン タ ー、 教育センタ ー第一分室、 教育セン タ ー第二分室の老朽化し た部分等の緊急性
　 や必要性を 検討し 、 施設の改修と 設備の修繕等を 計画的に実施し ま す。
・ 教育セン タ ーは、 教職員研修の施設と し て対面型・ オン ラ イ ン型の研修内容が充実する よ う
　 に、 ま た地域に開かれた施設と し て利用し やすいよ う に整備運営に努めま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 対面・ 集合型研修 156回　 オン ラ イ ン 研修（ 同時双方向型・ オン デマン ド 型）  79回
・ 地域の方への施設開放利用者数 1階 13, 092名　 体育館及びグラ ウ ンド  15, 071名
　 施設利用団体数　 81団体
・ 教育セン タ ー第二分室の相談室2室のエアコ ン交換修繕を 実施
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ 接続のための無線LAN増設工事を 実施
・ 教育セン タ ー体育館の水回り の修繕を 実施

現 状 ・ 課 題

・ 施設開放利用団体の新規登録が年々増えていま す。
・ 教育セン タ ーの全研修室で、 無線Ｌ Ａ Ｎ を 利用し た研修ができ る よ う になり ま し た。

・ 施設開放利用の予約が電話や来所によ る 予約のみになっ ている ので、 手続き に時間がかかっ
　 てし ま う 状況にあ り ま す。
・ 駐車場不足によ り 、 特に雨天時に参加者の多い教職員研修と 施設開放利用が重なる と 、 駐車
　 場が大混雑する 状況が起き ていま す。
・ 教育セン タ ー施設の老朽化等によ り 、 天井の雨漏り 、 体育館の照明切れ（ 水銀灯） 、 空調室
　 外機の故障、 ト イ レ の不具合等、 至る 所で修繕が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 施設開放利用の予約について、 イ ン タ ーネッ ト 上から でも 予約でき る よ う にし ま す。
・ 雨天時は乗り 合わせや公共交通機関を 利用し て来所する よ う 、 引き 続き 周知し ていき ま す。
・ 施設利用者が快適に利用でき る よ う 、 計画的に修繕を 進めま す。

細 施 策 ①教育センタ ー施設の整備・ 開放の充実

地域の方への施設開放利用者
数（ 名）

26, 545 30, 176 28, 163

(5 )教育セン タ ーの充実
担当課

教育セン タ ー

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題現 状 ・ 課 題

・ 情報モラ ル研修会においては、 教職員と 保護者が情報モラ ルに関する 今日的な教育課題につ
　 いて対面で話し 合い、 問題意識や課題を 共有し 、 解決方法を 考える こ と ができ ま し た。
・ 情報モラ ル教育に対する 関心が高ま り 、 各学校においても 児童生徒や保護者向けに講師を 呼
　 んで研修を 行っ ていま す。
・ 教職員と 保護者を 対象に不登校児童生徒への支援の方法を 学ぶ研修会「 不登校対策支援セミ
　 ナー」 を オン ラ イ ンで開催し 、 学校と の連携の仕方や、 児童生徒の心理面を 考慮し た関わり
　 方等について研修する こ と ができ ま し た。

・ Ｓ Ｎ Ｓ やイ ン タ ーネッ ト 環境の普及によ る いじ めや犯罪など のネッ ト 上のト ラ ブルから 児童
　 生徒を 守る ために、 教職員と 保護者が連携し 、 課題解決に向けてさ ら に家庭と の連携を 図っ
　 ていく 必要があり ま す。
・ 情報モラ ルについての研修会を 行っ ている 学校が増え、 本研修会の内容と 重複する と こ ろが
　 あり ま す。
・ 不登校対策支援セミ ナーでは教職員や保護者の参加人数が少なかっ たため、 研修内容や周知
　 方法等を 検討する 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 情報モラ ル教育研修会を オンラ イ ン 研修（ 同時双方向型） に変更し 、 参加する 教職員と 保護
　 者は各校でオン ラ イ ン 講義を 受講後、 対面にて協議を 行う 形式にする こ と で、 問題意識や課
  題を 共有し 、 連携を 図れる よ う にし ていき ま す。
・ 情報モラ ル教育やネッ ト ト ラ ブル・ ネッ ト いじ めの未然防止教育を 推進し 、 児童生徒が安心
　 し てイ ン タ ーネッ ト を 利用でき る 環境づく り に努めま す。
・ 研修内容が重複し ないよ う にする ために、 各校の情報モラ ル教育に関する 研修の実施状況を
　 把握し ていき ま す。
・ 不登校対策支援セミ ナーでは、 教職員や保護者がそれぞれの立場から 不登校児童生徒への支
　 援について考えたり 、 よ り 有益な情報が提供さ れたり する よ う な研修内容にし 、 魅力ある 研
　 修会にし ていき ま す。

教育セン タ ー

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

細 施 策 ②教職員・ 保護者・ 地域と の連携研修の充実

施 策 の 内 容
・ 不登校児童生徒への対応や情報モラ ルの育成など の今日的な教育課題解決のために、 学校
　 や家庭・ 地域と 連携し た研修の充実を 図り ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 「 保護者と 共に考える 情報モラ ル研修会」 回数 1回、 参加人数　 市立学校教職員53名、
  保護者62名
・ 保護者・ 教員向け「 不登校対策支援セミ ナー」 回数1回、 参加人数　 市立小・ 中学校
　 教職員9名、 保護者10名。

保護者と 共に考える 情報モラ
ル研修会参加者数（ 名）

114 114 115

担当課
(5 )教育セン タ ーの充実
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